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・IoT から派生して AI技術が発展していくと考えられる。 





















コード 上場市場 企業名 購入金額 構成比
9064 東証一部 ヤマトホールディングス（株） 760,431 16.42%
9062 東証一部 日本通運（株） 762,300 16.46%
6199 東証一部 （株）セラク 222,615 4.81%
3694 東証一部 （株）オプティム 525,399 11.35%
6702 東証一部 富士通（株） 169,282 3.66%
8086 東証一部 ニプロ（株） 372,372 8.04%
4543 東証一部 テルモ（株） 375,590 8.11%
6869 東証一部 シスメックス（株） 369,370 7.98%
7012 東証一部 川崎重工業（株） 371,175 8.02%
7779 東証マザーズ ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ（株） 328,560 7.10%



























 図 2 は 2017 年 11 月 29 日から 2018 年 3 月 1 日までのポートフォリオ評価推移と日経平
均を比較したものである 
 
図２ ポートフォリオと日経平均価格の比較 
 
日経平均と比較すると自分たちの設定したポートフォリオは期間の大部分で高いパフォ
ーマンスを示した。 
 
４.今後の課題 
今回の研究では IoT に関する知識は調査やインタビューを通して多くの知識を取り入れ
ることができた。しかし、株に関する知識が多くない状態でポートフォリオの作成やポー
トフォリオ理論の学習をしたため偏った見方や構築になってしまったと考えられる。投資
対象の研究と並行して株の仕組みやポートフォリオについての学習を行うべきであった。 
 
５.まとめ 
IoTに関する調査をすることで、IoTの日常生活に対する普及具合や強みになる分野などがわかった
。また、IoTに関する企業の調査を行うことで、IoTに対する企業の姿勢や開発状況などが伺えた。ま
た、株式投資の疑似体験を行うことにより、投資の有用性とリスクを感じることができた。企業訪問
をすることで実際の会社の考え方を聞くことができ、貴重な体験をすることができた。 
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